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Abstract
Two species of pyramidellid mollusks were collect-

ed from Southern Kyushu: Turbonilla cura Nomura, 
1937 and T. clessiniana Nomura, 1938. Their shell and 
soft part were reported. They differ from each other by 
the height ratio to the bredth of wholes; about 59–65% 
in the former and 66–71% in the latter.

はじめに
主に宮崎県と鹿児島県の海岸生物を調査し，出

現したトウガタガイ科などの希少な貝類を記録し

てきた（三浦ほか，2012；三浦，2020a, b, 2021）．

得られた標本を宮崎県総合博物館に登録するた

め，現在再検討を行っており，前報に続き，南九

州の未記録種等を報告する．本稿では鹿児島県と

宮崎県で生体の得られたトウガタガイ科巻き貝 2

種を報告する．

材料と方法
材料は，2007年 3月から 2020年 4月までの間

に鹿児島県と宮崎県の干潟や海岸で採集した．海

岸から生きた状態で研究室に持ち帰って，可能な

限り軟体部を解剖顕微鏡下で観察した．必要に応

じ，超音波洗浄機を用いて付着物を除き，70% 

Alcoholに保存して，殻の形態を観察した．軟体

部の形態や部分用語は，Hori and Kuroda (2002)お

よび Høisaeter (2014)に従った．

トウガタガイ科 Pyramidellidae Gray, 1840

Turbonillinae Bronn, 1849

イトカケギリ属 Turbonilla Risso, 1826

ウスズミイトカケギリ
Turbonilla cura Nomura, 1937

（Figs. 1A–E）

Turbonilla (Turbonilla) cura Nomura, 1937, pp. 67–

68, pl. 14, figs. 81a, b.

ウスズミイトカケギリ　堀，2000, p. 713, pl. 355, 

fig. 60；三浦，2008, p. 151, 4 photos；堀，2017, p. 

1110, pl. 412, fig. 11, as Turbonilla cura Nomura, 

1937.

採集記録　2007年 3月 21日宮崎市一ツ葉入り

江西側南部（1）；2007年 3月 22日同所西側北部

（3）；2010年 4月 1日宮崎県門川町庵川西入り江

（1）；2010年 7月 11日同所（1）；2020年 4月 25

日同所アマモ場（1）；2008年 6月 20日鹿児島県

指宿港内（1）.

形態・分布・生態　宮崎県門川町庵川東入り
江から得られた生体標本は，殻高 3.8 mm，殻幅 0.9 

mmであった（Fig. 1A）．指宿港内で採集された

個体は殻長 4.7 mm，殻幅 1.2 mmであった（Fig. 

1D）．胎殻は 2階が確認でき，殻軸に対して 90°

異旋する．得られた標本はいずれも小型で殻長

3–5 mm程度である．後生殻の螺層は門川町の個

体では 9階で（原記載は 11階），殻はやや薄く，

透明感があり，軟体部が透けるため，軟体部が確

認しやすい（Figs. 1A, B）．螺層は幅に対して高

さが約 59–65%で，トウガタガイ科では標準的か

と思われる．螺層には色帯がなく．各螺層には体

軸から約 5–10°傾いたやや太い縦肋があり，体層
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では 15–20本程度である．縦肋は螺層周縁で消失

し，殻底には達しない．このため，殻口の内側か

ら縦肋の先端が明瞭に確認できる（Figs. 1A, D）．

縦肋より肋間が明らかに広く，縦肋の 2倍以上に

達することがある（Figs. 1A, D）．肋間には明瞭

な螺条は見られない．殻口は扇形で，直線的な内

唇と殻底のラインが角張り，外唇は円弧状．軸壁

は確認できない．

頭部と腹足は透けた白色で，頭部触角は三角

錐状で前後に翼状の張り出しがあり，中央部がや

や高い（Figs. 1B, E）．触角および口吻基板の縁辺

には黒い斑紋が確認できる（Fig. 1E）．触角の先

端腹側には繊毛瘤 ciliated padが確認できる．触

角の付け根に円形の眼が 1対あり，前側が円弧状

に凹むこともある．両眼は眼 1–2個分程度離れて

位置する．眼の前後には．白色の腺状の斑紋が散

在する．口吻基板は細長く伸び，先端中央に浅い

窪みがあり，左右 2つの円弧状の先端を持つ．腹

足は匍匐状態で先端が左右に拡がり，左右の突出

部は尖らない．透明な外殻から透けて見える軟体

は，生体ではほぼ黒一色であるが，一部に白い部

分を持つ．黒い軟体部は固定した標本でも次体層

付近に確認できる（Figs. 1A, D）．また，体層あ

るいは次体層には赤い斑点を一つ備えた黄色の外

套器官を確認できる（Fig. 1C）．

本種は宮崎県宮崎市の砂質干潟や門川町ある

いは指宿港内のアマモ場周辺の砂質底に見つか

り，九州でも広く記録されると思われる．2007

年 3月 22日宮崎市一ツ葉入り江で採集した生体

の写真は三浦（2008）にも掲載され，生時の殻内

の軟体はほぼ全体が黒い．

マルウスズミイトカケギリ
Turbonilla clessiniana Nomura, 1938

（Figs. 1F, G）

Turbonilla clessiniana Nomura, 1938, pp. 56–57, pl. 

10, figs. 80a, b.

マルウスズミイトカケギリ　堀，2017, p. 1110, pl. 

412, fig. 2, as Turbonilla clessiniana Nomura, 1938.

採集記録　2009年 6月 7日宮崎県門川町庵川

Fig. 1. A. Turbonilla cura Nomura, 1937 collected from Iorigawa inlet, Miyazaki Prefeture, ventral view; B. The soft body of the same, 
dorsal view; C. Enlarged penultimate whorl of the same showing its pigmented mantle organ, dorsal view; D. The same species collected 
from Ibsuki Port, Kagoshima Prefeture, ventral view; E. The soft body of the same, dorsal view; F. Turbonilla clessiniana Nomura, 1938 
collected from Iorigawa inlet, ventral view; G. The living specimen of the same, dorsal view. Scale for A, D & F = 1mm.
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東入り江アマモ場（28）．

形態・分布・生態　門川町庵川東入り江から
得られた標本は，最大で殻高 5.0 mm，殻幅 1.1 

mmであった（Fig. 1F）．胎殻は 2階で，殻軸に

対して約 105°異旋する．後生殻は 9階で，殻は

やや薄く，透明感があり，軟体部が透ける（Fig. 

1F）．各螺層には体軸から約 6°傾いたやや細い縦

肋があり，体層では 20本程度である．螺層の側

縁は丸く，縫合は深く括れる．螺層は幅に対して

高さが約 66–71%であり，貝は細長く見える．縦

肋は螺層周縁で消失し，殻底には達しない．この

ため，殻口の内側から縦肋の先端が明瞭に確認で

きる（Fig. 1F）．縦肋に比べ，肋間は広く，2倍

以上の幅である．最初の数螺層では肋間が狭くな

る（Fig. 1F）．肋間には明瞭な螺条は見られない．

殻口はほぼ長楕円形で，弱い内唇と殻底および外

唇がきれいな長い楕円を描く．軸壁は確認できな

い（Fig. 1F）．

軟体部は透けた白色で，表面には黒く小さな

斑紋が散在する．頭部触角は三角錐状で後方に強

い翼状の張り出しがあり，前方部がやや高い（Fig. 

1G）．触角の先端は丸く，先端腹側にはやや不明

瞭な繊毛瘤 ciliated padが確認される .頭部中央に

円形の眼が 1対あり，眼 2個分程度離れて位置す

る．眼の後方には．白色の腺状斑紋がある．口吻

基盤は細長く伸び，先端中央に深い窪みがあり，

左右が伸張し，2本の触手状の長楕円端となる

（Fig. 1G）．腹足は匍匐状態で先端が左右に拡が

るが，角には丸みがある．体層内部の外套器官は

外殻を被う付着藻類により，確認できなかった

（Fig. 1G）．他方，固定した標本の透明な外殻か

ら透けて見える内部の軟体には体層と次体層付近

に黒色の部位がなく（Fig. 1F），ウスズミイトカ

ケギリとは明らかに異なることがわかった．

本種は，フィリピンなどにも分布し（Hardy, 

2021），ウスズミイトカケギリに比べて，明らか

に概形が細長い．原記載やタイプ標本の写真（堀，

2017）に比べて，宮崎県の標本は縦肋の間隙が広

いが，28個体の標本には肋間，縦肋の幅，螺層

の高さ，螺層周縁の丸みに多少の変異があり，観

察や撮影によっても多少の幅があるので，総じて

原記載や堀（2017）の記述に一致すると考えた．

本報告では殻形態のよく似た 2種のイトカケ

ギリ属を紹介した．紛らわしいが，縦肋の太さや

傾きおよび螺層の高さに違いがある．軟体部もよ

く似た頭部を備えているが，体層付近の黒い軟体

部があるかどうかに違いがあった．
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